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抗体医薬やアデノ随伴ウイルス（AAV）ベクターなどの
バイオ医薬品の開発では、安全性や有効性を支える品質
評価が重要です。私は、電荷検出質量分析や水素 / 重水
素交換質量分析、マスフォトメトリーなどの質量計測技
術を用いて、分子量や会合状態、不均一性などの情報を
取得し、バイオ医薬品の特性を評価する研究を行ってい
ます。従来法では把握しにくい複雑で大きなタンパク質
も解析できる手法の開発と応用を目指しています。
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医療・ヘルスケア分野、創薬・製薬関連

質量計測によるバイオ医薬品の特性評価
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細胞内ではリン脂質の膜形成やタンパク質の凝集など、
分子複合体の形成が細胞活動に重要な役割を担います。
このような分子複合体の物性を細胞内で測定するために
は、プローブ分子の開発が必要です。私は、細胞内でタ
ンパク質が形成する凝集体やリン脂質が形成する細胞膜
の性質を測定・可視化するプローブ分子の開発を行って
います。また、脂質分子が形成する流動性の高い分子複
合体の性質を応用することで、MRI 測定で可視化できる
直径約 10 nm の非常に小さいプローブ粒子を開発して
います。
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生体分子が作る超分子複合体に着目した
イメージングプローブ開発
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